
















みられてきたが、Hanaoka(2009)では初めて複数波長 (Na D 5893、Fe I 6303、H 6563)
で、しかも観測された偏光を 10 4オーダーで再現できる器械偏光パラメーターを示した。
昨年度からこの波長範囲をさらに広げ、また経年変化の有無を確認する実験観測を行って
いる。結果として 4800  6900 Aにおける特性が、反射鏡 S2と S4について図に示した
ような形で得られた。さらに追観測を行って経年変化特性を調査する予定であったが、偏
光測光装置が不調をきたしたため進んでいない。












(花岡 庸一郎 (国立天文台/京大連携併任) 記)
ドームレス太陽望遠鏡 垂直分光器用補償光学系の開発
補償光学系 (Adaptive Optics: AO)は、地球大気のゆらぎの影響を実時間で補正する装
置であり、太陽表面上の微細な構造の情報を獲得し、太陽物理学にとって重要なデータを
得るためには必須の装置となっている。我々は、飛騨天文台DST垂直分光器用AOの開
発を進めている。2009年度には、AO装置の試験のために 2009年 5月、8月、11月、2010
年 3月の計 4回の観測を実施した。
図 1: 垂直分光器用補償光学系
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